
 

                

 

 

 

 

 

 

 令和６年度 長浜小学校便り ２月号  文責：大達高弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【PTA活動：学校かくれんぼ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【ある雪の日に…】 

１月の参観日を利用し、ＰＴＡ活動として【学校かくれんぼ】を

しました。たかが「かくれんぼ」、されど「かくれんぼ」。本気で隠

れた大人を、子どもたちは本気で探しました。普段入ることができ

ない場所も、この日だけはＯＫ。学校中の、人が隠れていそうな場

所を探し回る子どもたちは完全な本気モードでした。校舎内を舞

台にしたかくれんぼは、大人と子どもが一緒になって楽しんだ【本

気の学校かくれんぼ】でした。 

２月７日には思いがけない積雪。真っ白になった校庭で多くの

子どもたちが雪遊びを楽しみました。こういう時に子どもと一緒

に遊ぶことができるのが長浜小学校の先生方の素敵なところ。本

気の雪合戦に、本気の雪だるまづくり。この日の雪遊びも、先生方

と子どもが一緒になって楽しんだ【本気の雪遊び】でした。 

私は、【遊び】からは、多くのものを得ることができると思って

います。さらに【本気で遊べば遊ぶほど、得るものはもっと多くな

る】と考えています。では、どんなものが得られるのか？ 

・想像力や発想力、創造性 

・集中力や工夫する力、物事をやり遂げる力 

・他者とのコミュニケーション能力や協調性 

・失敗から教訓を学ぶ力、臨機応変に判断し対応する力 

・新たな気づきや発見、物事への理解 

・体の動かし方やリズム感など、身体面における調整力や巧緻性 

これ以外にも、まだまだたくさんあるはずです。【遊び】は子ど

もたちの成長に不可欠なものですし、何より、友達と共有する体験

や時間は素敵な思い出にもなると思います。 

 【学校かくれんぼ】や【雪遊び】に興じている時の子どもたちの

表情は、普段の生活の中ではあまり見ることができないほど、生き

生きとし、笑顔がはじけていました。最高の笑顔でした。 

学びも本気、遊びも本気。どんなことにも本気になれるって素敵

なことだと思います。長浜小学校は、これからも子どもたちの本気

に、大人が本気で向き合うことのできる学校でありたいと考えて

います。子ども、教職員、保護者・地域の皆様の【みんなが かが

やく 長浜小学校】を目指して…。 

 保護者の皆様、子どもたち、そして教職員を対象に行った令和６

年度の学校評価アンケートの集計が終わりました。特に、保護者の

皆様方には、総数１５７名もの方からご回答をいただき感謝いた

します。この数字は、学校に関心を寄せ、学校に期待していただい

ている証拠だと感じました。本当にありがとうございました。結果

を一部ご紹介いたします。 

＜一番評価が高かった項目＞ 

◎保護者 

学校は、児童が主体的に活動したり、仲間と協働して取り組んだりできる

よう、児童会活動や学校行事、学級活動で活躍の場を与えるように努めて

いると思う 

             【R５】    【R６】 

４．とてもよく思う      ３３％  ➡  ４５％ 

３．まあまあそう思う   ６６％  ➡  ５３％ 

２．あまり思わない     １％  ➡   ２％ 

１．思わない            ０％  ➡    ０％ 

◎児童 

すすんで活動したり、友達と協力してとりくんだりしている 

             【R５】    【R６】 

４．とてもよく思う      ５４％  ➡  ５６％ 

３．まあまあそう思う     ３９％  ➡   ４０% 

２．あまり思わない       ６％   ➡    ４％ 

１．思わない           １％  ➡    ０％ 

上記の質問は、ともに「自治力」の育成にかかわるもので、保護

者は 98％、児童は 96％の肯定的評価率となりました。昨年度と比

較すると、「とてもよく思う」の回答率が高くなりました。これは、

児童会活動や学校行事等の成果を保護者の方々が実感され、子ど

もたちの輝く姿を評価してくださったものと考えます。また、子ど

もたち自身も、仲間と力を合わせて様々な行事や活動に取り組み、

達成感や満足感を得た結果ではないかと考えます。 

 

＜今後さらに学校として力をいれていきたいもの＞ 

◎保護者 

学校は児童がわくわくするような楽しい授業の工夫に努めていると思う 

                【R５】     【R６】 

４．とてもよく思う   ２４％  ➡  ２７％ 

３．まあまあそう思う  ６９％  ➡  ６４％ 

２．あまり思わない     ７％  ➡    ９％   

１．思わない           ０％  ➡    ０％ 

◎児童 

わくわくするような たのしい じゅぎょうがおおい 

                        【R５】     【R６】 

４．とてもよく思う    ４６％  ➡  ４４％ 

３．まあまあそう思う   ３３％  ➡  ４０％ 

２．あまり思わない    １７％  ➡  １３％ 

１．思わない          ４％  ➡     ３％ 

上記の質問は「学力」の育成に関するもので、全ての質問の中で

この質問が保護者・児童ともに肯定的評価率が一番低いものでし

た。今年度も算数科を中心に、子どもたちの興味・関心をひく導入

の工夫や、学習意欲を駆り立てる問いの工夫などをしながら授業

改善を進めてきたのですが、まだまだ道半ばのようです。質の高い、

それでいて子どもたちが楽しいと思える授業づくりに今後も努め

ていきます。 

今回の学校評価に際し、学校に対しまして肯定的評価をたくさ

んいただきました。保護者の皆様の温かいご支援、ご理解に深く感

謝いたします。ありがとうございました。 

                                

 

 



 

 

 

 

 
【コミュニティスクールのイメージ図  浜田市教育委員会作成】 

 

《文部科学省ＨＰより抜粋》 

 昨今、少子高齢化や地域のつながりの減少による地域の教育 

力の低下や、発達障害や貧困といった福祉的な課題の増加など 

を背景に、学校が抱える課題が複雑化・多様化する中、学校だ 

けではなく社会全体で子供の育ちを支えていくことが求められ 

ています。 

 2020年からの新学習指導要領では、「よりよい学校教育を通 

じてよりよい社会を創る」という理念を学校と社会が共有し社 

会と連携・協働しながら未来の創り手となるために必要な資質 

・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現を重視し、そ 

の理念を前文に表示しています。この理念の実現に向けては、 

組織的・継続的に地域と学校が連携・協働していくことが大変 

重要といえます。具体的な取組としては、コミュニティスクー 

ル（学校運営協議会制度）や地域学校協働活動の一体的推進が 

重要です。 

 

国が示したこのような理念のもと、地域の宝である子どもたち

をみんなで育てていくために学校・地域・保護者が話し合う仕組み

を学校運営協議会といい、学校運営協議会を設置した学校のこと

を、コミュニティスクールと言います。聞きなれない言葉で、よく

わからないと思われるかもしれませんが、【学校運営や学校の課題

解決に対して、保護者や地域住民の皆さんが当事者として参画で

きる仕組み】なのです。そして、そのコミュニティスクールが、浜

田市では来年度（令和７年度）から、市内一斉に始まります。 

また新しいことが始まって、何かしないといけないのか…と思

われる方もいらっしゃるかもしれませんが、決してそうではあり

ません。学校・保護者・地域の皆様の「長浜小学校がこんな学校に

なるといいな」「こんな長浜っ子に育ってほしい」という思いをこ

れまで以上に共有し、その実現のために「何ができるのか」「何が

必要なのか」を共に考え、共に形にしていくのがコミュニティスク

ールだと私は考えます。さらに、コミュニティスクールは、子ども

たちの豊かな成長のためにあるものですが、様々な取組や活動を

通して、子どもたちにかかわる私たち大人も輝いていくことがで

きるものではないかと考えます。 

長浜小学校の校長として２年間、ずっと言い続けてきました合

言葉【みんなが かがやく 長浜小学校】。そのみんなが輝くため

に、このコミュニティスクールは大きな意味をもつものだと思い

ます。長浜小学校にしかできない、長浜小学校らしいコミュニティ

スクールの形を、みんなで創っていきたいと願っています。お力を

お貸しください。どうぞよろしくお願いします。 

充実した委員会活動！！ 
                

 

 

 

 

 

 

  生活委員会【ふわふわ集会】  保健委員会【歯～ぴかぴか集会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  体育委員会【ミニ運動会】    図書委員会【もくもく集会】 

 先月末から今月にかけて、委員会主催によるたくさんの集会が

ありました。どの集会も、「学校生活をもっとよくしたい」「楽しい

学校にしたい」そんな願いを込めて、担当した委員会が企画・運営

してくれたものでした。こういう集会をする際には、通常の委員会

活動の時間はもちろん、休み時間等も利用して準備を進めます。必

要な物の準備だけではなく、会をスムーズに進行するためのリハ

ーサルも必要です。一つの集会を創りあげるために、５・６年生は

たくさんの時間と労力を費やしてくれているのです。 

 目には見えない５・６年生のそんな努力の甲斐あって、どの集会

も、とても素敵な集会でした。体育館に集まった全校児童みんなが

笑顔になれたり、力を合わせたり、考えたり、大切なことに気づい

たりすることができる集会でした。通常の委員会の当番活動に加

え、こうした集会も含めた今年度の委員会活動はほんとに充実し

ていました。集会のたびに、子どもたち一人一人が力をつけてきた

こと、学校全体のまとまりが強くなってきたことを感じました。 

 まもなく令和６年度が終わろうとしています。この学校だより

が発行される頃には、卒業式まで残り１ヶ月を切っているはずで

す。今年度の初めに、最高学年となった４８人の６年生が【よりよ

い長浜小学校を創る】【よりよい伝統を築く】ために取り組み続け

てきた委員会活動が、大きな実を結び、次年度以降に引き継がれる

よりよい伝統になりつつあります。 

 ６年生だけではなく、２４２人の長浜っ子が残り１ヶ月でどこ

まで成長していくのか、楽しみで仕方ありません。新年度に向けた

【まとめと準備】を全員でしながら、卒業式、そして修了式に向か

っていきます。保護者、地域の皆様、最後まで温かく見守ってくだ

さい。よろしくお願いします。 

３月の主な行事 

 

 

４日（火）お話 P（最終） 

５日（水）クラブ（最終） 

６日（木）短縮時程（～１１日） 校外班会③  SC来校  

７日（金）6年生を送る会 

１２日（水）卒業式予行練習 

１３日（木）PTA 運営委員会（引継ぎ）19:00～ 

１９日（水）卒業式  ※４・5 年生：参加 １～３年生：臨時休業 

２１日（金）給食終了 

２４日（月）修了式 離任式 集団下校   

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


